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一 般 質 問 一 般 質 問

指
定
管
理
者
が
８
０
０

０
点
以
上
の
図
書
館
資
料
を

廃
棄
し
た
な
ど
の
事
例
も
あ

る
。
10
月
か
ら
指
定
管
理
者

運
営
に
な
る
上
福
岡
図
書
館

で
、
現
在
の
水
準
を
低
下
さ

せ
な
い
た
め
、
指
定
管
理
者

の
指
導
と
と
も
に
中
央
館
業

務
を
行
う
大
井
図
書
館
に
は

専
門
職
員
増
員
が
必
要
で

は
。

上
福
岡
図
書
館
の
有
資

格
職
員
を
大
井
図
書
館
に
異

動
で
き
る
よ
う
に
担
当
課
に

要
請
し
た
。

要
支
援
者
が
介
護
を　

受
け
続
け
ら
れ
る
対
応

要
支
援
者
が
介
護
を
受

け
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
改

正
介
護
保
険
法
で
引
き
下
げ

ら
れ
た
予
防
給
付
報
酬
単
価

を
従
来
ど
お
り
に
保
障
し
、

次
期「
総
合
振
興
計
画
」

の
策
定
は
、
30
年
先
を
見
通

し
て
、
10
年
後
の
到
達
目
標

を
位
置
付
け
る
べ
き
だ
。
市

民
や
議
会
と
の
関
係
は
ど
う

す
る
の
か
。

長
期
計
画
で
な
く
、
５

年
程
度
の
計
画
期
間
に
す
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
各

部
署
が
情
報
発
信
を
行
っ
て

い
る
が
、
長
期
間
更
新
が
な

い
部
署
も
あ
る
。
対
策
は
。

部
署
に
よ
っ
て
更
新
内

容
の
充
実
度
が
異
な
っ
て
い

る
。
今
後
は
、
全
職
員
に
周

知
・
啓
発
を
図
り
、
ス
ピ
ー

ド
感
の
あ
る
情
報
発
信
に
努

め
た
い
。

空
き
家
の
適
正
管
理
を

国
土
交
通
省
が
２
０
１

６
年
に
空
き
家
対
策
と
し

て
、
市
町
村
向
け
の
「
モ
デ

ル
事
業
」
を
公
募
す
る
見
込

み
。
検
討
は
。

国
の
動
向
を
注
視
し
、

埼
玉
県
空
き
家
対
策
連
絡
会

議
か
ら
の
情
報
収
集
や
先
進

地
の
事
例
研
究
等
を
実
施
し

て
い
き
た
い
。

初
期
認
知
症
診
断
後

の
支
援
を

初
期
認
知
症
と
診
断
さ

れ
た
こ
と
で
、
深
刻
に
悩
ん

で
し
ま
う
方
が
い
る
。
早
期

発
見
は
良
い
こ
と
だ
が
、
専

門
医
療
機
関
へ
の
速
や
か
な

き
め
細
か
な
情
報
発
信
を

小
林
憲
人
議
員

指
定
管
理
後
の
上
福
岡
図
書
館

の
水
準
を
低
下
さ
せ
な
い
こ
と

足
立
志
津
子
議
員

次
期「
総
合
振
興
計
画
」の
策
定

塚
越
洋
一
議
員

三
芳
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の

フ
ル
化
で
、
本
市
の
企
業
誘

致
や
周
辺
産
業
等
へ
の
利

益
・
不
利
益
に
つ
い
て
。

市
全
体
で
は
相
互
乗
入

可
と
な
り
利
便
性
向
上
や
周

辺
産
業
と
の
相
乗
効
果
が
あ

る
が
、
周
辺
道
路
、
交
差
点

の
安
全
確
保
が
必
要
。
企
業

誘
致
事
業
に
も
経
済
活
性
化

等
効
果
的
と
判
断
し
て
い

る
。ク

※

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
実
施

市
民
主
導
で
の
小
規
模

公
共
工
事
の
入
札
及
び

契
約
の
適
正
化

床
井
紀
範
議
員

三
芳
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
フ
ル
化

島
田
和
泉
議
員

品
確
法
、
入
契
法
、
建

設
業
法
改
正
に
伴
う
市
の
対

応
は
。歩

切
り
の
廃
止
や
施
工

体
制
台
帳
を
義
務
付
け
て
い

る
。
今
後
、
法
定
福
利
費
を

適
切
に
負
担
し
な
い
事
業
者

は
、
県
や
近
隣
自
治
体
と
調

整
し
排
除
す
る
方
向
で
検
討

す
る
。賃

金
ア
ン
ケ
ー
ト
の
概

略
的
特
徴
と
今
後
の
施
策
反

余裕教室を活用した
放課後子ども教室の様子

※クラウドファンディング（Crowd Funding）　起業家やクリエイ
ターが製品開発・アイデア実現などの目的のために、インターネッ
トを通して不特定多数の人に資金の出資・協力を募ること。

事
業
の
企
画
・
運
営
実
施
の

可
能
性
は
。

新
し
い
資
金
調
達
方
法

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
こ

と
や
、
自
治
体
が
支
援
し
市

民
が
資
金
調
達
・
企
画
実
現

す
る
新
し
い
協
働
の
形
だ

が
、
先
例
が
少
な
い
た
め
今

後
調
査
検
討
を
し
た
い
。

教
育
・
保
育
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
の
導
入

教
育
、
保
育
の
問
題
相

談
受
付
窓
口
の
設
置
を
。

現
在
も
子
育
て
支
援
に

対
す
る
案
内
、
相
談
を
実
施

し
て
い
る
が
、
相
談
者
は
多

様
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ

と
が
多
く
、
保
育
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
導
入
が
効
果
的
で
、

設
置
に
向
け
進
め
る
。
障
が

い
児
童
や
教
育
に
つ
い
て

は
、
関
わ
り
方
を
調
査
検
討

し
た
い
。

高
齢
者
に
よ
る 　
　

業
務
サ
ポ
ー
ト

児
童
見
守
り
業
務
や
保

育
士
業
務
の
サ
ポ
ー
ト
と
し

て
、
高
齢
者
の
マ
ン
パ
ワ
ー

を
活
用
で
き
な
い
か
。

小
学
生
の
登
下
校
時
の

見
守
り
な
ど
で
活
用
が
進
む

一
方
、
保
育
現
場
で
は
進
ん

で
い
な
い
。
共
生
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
手
法
を
研
究
し
て

い
き
た
い
。

映
は
。賃

金
水
準
が
変
わ
ら
な

い
と
回
答
し
た
業
者
が
60
％

あ
る
の
で
、
今
後
、
建
設
労

働
者
に
適
切
に
賃
金
が
支
払

わ
れ
る
よ
う
に
元
請
業
者
に

要
請
し
て
い
き
た
い
。

公
契
約
条
例
の
制
定

は
。

県
や
近
隣
自
治
体
の
状

況
を
注
視
し
な
が
ら
、
今
後
、

研
究
し
て
い
く
。

浸
水
被
害
か
ら
見
る

災
害
対
策
の
あ
り
方

災
害
時
に
必
要
な
重
機

の
確
保
と
職
員
の
訓
練
は
。

必
要
な
重
機
を
複
数
所

有
し
保
守
点
検
も
行
っ
て
い

る
。
技
術
職
職
員
は
必
要
な

免
許
等
を
習
得
し
て
い
る
の

で
、
災
害
時
も
対
応
が
可
能
。

道
路
課
の
現
業
班
の

廃
止
と
民
営
化
に
よ
る
課

題
は
。現

業
班
が
災
害
時
に

行
っ
て
い
た
土
の
う
の
配

布
な
ど
は
、
民
間
委
託
で

1
年
半
行
わ
れ
て
き
て
い

る
が
、
特
に
支
障
が
あ
っ

た
と
は
認
識
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
介
護
認
定
申
請
を
無

条
件
で
受
け
付
け
る
べ
き
で

は
。

介
護
報
酬
は
、
国
の
範

囲
内
で
事
業
者
の
意
見
を
聞

い
て
決
め
る
。
介
護
認
定
申

請
は
誰
で
も
で
き
る
制
度
と

な
っ
て
い
る
。

福
岡
江
川
洪
水
対
策

の
具
体
化

福
岡
江
川
排
水
ポ
ン
プ

設
置
時
期
と
財
政
見
通
し

は
。

調
整
池
を
含
め
方
式
を

決
定
し
、
財
政
計
画
を
検
討

す
る
。

地
域
防
災
計
画
の　

水
防
対
策
の
具
体
化

水
防
対
策
で
、
消
防
組

合
・
消
防
団
と
の
連
携
や
自

治
組
織
が
計
画
策
定
す
る
際

の
支
援
は
。

消
防
団
は
市
と
消
防
組

合
と
の
協
定
で
活
動
す
る
。

自
治
組
織
の
計
画
策
定
に
は

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
配
布
し
、
10

団
体
分
の
補
助
金
も
予
算
化

し
た
。

運
動
公
園
整
備
基
本

計
画
と
当
面
の
改
修

運
動
公
園
整
備
基
本
計

画
は
平
成
27
年
度
中
に
策
定

と
の
こ
と
。
水
は
け
の
悪
い

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
の
当
面

の
改
修
計
画
は
。

基
本
計
画
の
中
で
検
討

す
る
。

元福岡地域浸水被害現場

三芳 PA

上福岡図書館

こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
検
討

中
。
平
成
28
年
度
か
ら
２
ヵ

年
で
作
成
す
る
。
審
議
会
へ

の
市
民
参
加
や
意
見
交
換
会

な
ど
で
市
民
の
意
見
を
反
映

す
る
。
自
治
基
本
条
例
に
定

め
て
い
る
と
お
り
、
議
会
の

議
決
を
お
願
い
す
る
。

国
保
税
の　
　
　
　

引
き
下
げ
を

国
民
皆
保
険
制
度
を
守

る
た
め
に
市
が
果
た
す
べ
き

役
割
は
何
か
。
広
域
化
も
計

画
さ
れ
て
い
る
が
、
低
所
得

者
層
の
保
険
税
を
引
き
下
げ

て
、
政
策
効
果
を
発
揮
す
べ

き
だ
。被

保
険
者
に
対
す
る
急

激
な
変
化
は
避
け
る
べ
き
だ

と
い
う
共
通
認
識
で
あ
り
、

経
過
を
見
守
り
つ
つ
、
決
定

事
項
に
適
切
に
対
応
す
る
と

と
も
に
健
全
で
安
定
的
な
運

営
に
努
め
る
。
被
保
険
者
に

は
、
年
金
生
活
者
を
は
じ
め

低
所
得
者
が
多
く
、
国
保
税

の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
。

市
は
多
額
の
法
定
外
繰
り
入

れ
に
よ
っ
て
財
源
を
賄
っ
て

お
り
、
現
状
で
は
国
保
税
の

引
き
下
げ
は
考
え
て
い
な

い
。

連
結
が
必
要
。
取
り
組
み
を
。

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
や

医
師
会
を
は
じ
め
、
高
齢
者

安
心
相
談
セ
ン
タ
ー
や
介
護

支
援
専
門
員
等
に
協
力
を
得

な
が
ら
、
進
め
て
い
き
た
い
。

余
裕
教
室
の
有
効
活

用
を

教
育
振
興
基
本
計

画
に
あ
る
よ
う
な
、
新

た
な
学
び
の
空
間
と
し

て
の
学
校
施
設
を
考
え

た
場
合
、
余
裕
教
室
の

活
用
が
最
も
効
果
的
。

考
え
は
。

学
校
が
地
域
の
学

び
の
場
と
し
て
機
能
す

る
よ
う
、
余
裕
教
室
の

活
用
を
図
っ
て
い
き
た

い
。




